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１

令
和
三
年夏

越
の
大
祓
斎
行

大祓の神事終了後に記念撮影 ※写真撮影時のみマスクを外しました

６
月
３
０
日(

水)

夏
越
の
大
祓
を
斎
行
し
ま
し
た
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た

諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
も
の

で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は
「
公
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

個
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
祓
に
は
「
夏
越
の
大

祓(

な
ご
し
の
お
お
は
ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ

し
の
お
お
は
ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
氏
子
総
代
、
氏
子
青
年
会
を
中
心
に
、
一
般

の
方
々
に
も
ご
参
列
戴
き
ま
し
た
。

ご
参
加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
人
形
に
託
さ
れ
た
全
て

の
方
々
の
弥
栄
、
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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宮司就任時の山本雅道

先代宮司 山本雅道 三年祭

氷
川
神
社
先
代
宮
司
の
山
本
雅
道
が
平
成

３
０
年
６
月
１
７
日
に
帰
幽
さ
れ
て
か
ら
早

く
も
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

６
月
１
７
日(

木)

三
年
祭
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
近
親
者
、

氏
子
総
代
責
任
役
員
、
氏
子
青
年
会
会
長
の

み
に
ご
参
列
戴
い
て
の
神
事
と
な
り
ま
し
た
。

先
代
宮
司
は
５
０
年
以
上
に
亘
り
、
氷
川

神
社
宮
司
を
お
務
め
に
な
り
、
今
の
礎
を
築

い
て
く
れ
ま
し
た
。
代
替
わ
り
と
な
り
、
３

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
関
係
者
全
て
の
皆
様

の
ご
協
力
も
あ
り
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

川
崎
重
工
業
㈱
明
石
工
場

社
内
広
報
誌
で
気
象
神
社
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
有
吉
ゼ
ミ
」
に

氷
川
神
社
が
登
場
予
定

芦
野
隆
一
様
邸

新
築
工
事

地
鎮
祭

６
月
１
６
日(

水)

氏
子
地
域
の
芦
野
隆

一
様
の
新
築
住
宅
工

事
地
鎮
祭
に
氷
川
神

社
と
し
て
ご
奉
仕
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
大
雨
で
し

た
が
、
祭
事
直
前
に

雨
が
あ
が
り
無
事
に

斎
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

気象神社の木札のことが
紹介された紙面記事。
日本を代表する企業の大
事な案件の一助となり本
当に嬉しく思います。

７
月
１
９
日(

月)

に
日
本
テ
レ
ビ
「
有
吉
ゼ
ミ

(

１
９
時
０
０
分
～)

」
に
氷
川
神
社
が
登
場
予
定

で
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
予
定
日
が
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

昨
年
の
Ｍ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
を
制
し
た
「
マ
ジ

カ
ル
ラ
ブ
リ
ー
」
の
村
上
さ
ん
の
自
宅
を
清
掃

す
る
企
画
で
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
が

氷
川
神
社
の
地
下
駐
車
場
と
な
る
よ
う
で
す
。

内閣総理大臣・安倍晋三様より
授与された従六位証氷

川
神
社
社
殿
御
造
営
１
０
周
年
記
念

(

昭
和
５
６
年
１
０
月
１
５
日)

川
崎
重
工
業
㈱
は
オ
ー
ト
バ
イ
、
航
空
機
、
鉄
道
車

両
、
船
舶
な
ど
の
輸
送
機
器
、
そ
の
他
機
械
設
備
を
製

造
す
る
日
本
を
代
表
す
る
企
業
で
す
。
今
般
、
同
社
の

社
内
広
報
誌
で
気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
で
は
明
石
工
場
敷
地
内
の
シ
リ
ン
ダ
機
械
加
工

工
場
職
場
の
大
移
動
と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
行
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
６
月
下
旬
か
ら
２
０

２
０
年
１
月
上
旬
ま
で
の
約
７
カ
月
間
に
大
小
１
０
回

に
分
け
て
移
設
す
る
長
期
戦
と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、

悪
天
候
だ
と
機
材
の
搬
出
入
作
業
も
苦
慮
す
る
と
の
こ

と
で
、
担
当
者
の
一
人
が
気
象
神
社
に
御
参
拝
に
な
り

木
札
を
お
求
め
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
最
終
的
に
は

１
０
回
の
移
設
期
間
中
に
一
度
も
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と

な
く
移
設
作
業

は
無
事
に
完
了

し
た
よ
う
で
す
。

同
社
の
皆
様
の

健
康
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
四
十
二
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
四
十
二
話
は
中
込
み
め
さ
ん
で
す
。

中
込
み
め

な
か
こ
み

み
め

私
は
現
在
、
手
と
下
肢
に
痺
れ
や
痛
み

が
あ
り
歩
行
に
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。
週

4

日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
や
っ
と
の
思
い

で
通
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
嚥
下
体
操
・
口
腔
ケ
ア
・
機
能
訓
練
・

入
浴
介
助
等
多
岐
に
亘
り
面
倒
を
み
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
又
唄
や
書
道
そ
し

て
脳
ト
レ
等
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

私
の
生
ま
れ
は
山
梨
県
韮
崎
市
大
草
町

若
尾
で
す
。
四
男
三
女
の
三
女
と
し
て
生

れ
ま
し
た
。
高
円
寺
に
嫁
い
で
来
た
の
は

昭
和
２
４
年
で
高
円
寺
氷
川
神
社
に
て
神

前
結
婚
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
亀
井
屋
文
具
店
」
は
小
学
校
の
隣
で
学

校
用
品
を
中
心
に
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

嫁
い
で
来
た
直
後
は
煙
草
は
一
本
づ
つ
紙

を
巻
き
、
販
売
し
て
お
り
ま
し
た
。
又
電

話
の
取
り
継
ぎ
等
慌
た
だ
し
く
働
き
、
又

書
生
さ
ん
達
を
賄
い
付
き
で
面
倒
見
て
お

り
ま
し
た
。

自己紹介

氏名 ： 中込みめ (なかこみみめ)
生年月日： 大正１０年９月４日
出身 ： 山梨県韮崎市大草町
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： プロレス観賞
特技 ： 早起き・脳トレ
座右の銘： 感謝
高円寺お薦めスポット

： 神社巡り
一言 ： 「ご自愛ください」

中
学
校
が
出
来
た
頃
か
ら
、
校
内
の
売
店

業
務
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
三

人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
夏
の
お
祭

り
も
息
子
た
ち
と
一
番
先
に
神
社
に
お
詣

り
し
て
か
ら
、
夜
店
や
阿
波
踊
り
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
昭
和
の
後
半
に
な
り
、
家
を

建
て
る
時
に
は
地
鎮
祭
や
棟
上
式
等
で
神

社
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
年

末
に
は
神
棚
の
古
い
注
連
縄
を
、
年
始
に

は
正
月
飾
り
を
家
族
で
お
詣
り
の
後
に
お

焚
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春

秋
の
彼
岸
と
年
末
に
は
お
寺
に
お
参
り
後

必
ず
お
蕎
麦
屋
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

夏
の
お
盆
は
家
の
前
で
迎
え
火
と
送

り
火
を
先
祖
に
感
謝
し
て
祈
り
ま
す
。

神
棚
と
お
仏
壇
に
彼
岸
に
は
稲
荷
寿

司
を
、
紀
元
節
や
天
長
節
と
端
午
の

節
句
に
は
お
赤
飯
を
、
十
五
夜
で
は

お
団
子
を
お
供
え
し
て
お
り
ま
す
。

毎
日
祈
る
こ
と
が
習
慣
で
す
。

今
年
の
５
月
に
６
歳
上
の
姉
が
亡

く
な
り
、
悲
し
み
に
暮
れ
た
時
も
神

社
に
お
詣
り
し
少
し
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
事
あ
る
ご
と
に
祈
り
を
込

め
て
お
詣
り
す
る
習
慣
は
祖
母
か
ら

の
贈
り
物
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

八
百
万
の
神
に
「
願
い
」
と
「
感

謝
」
を
込
め
て
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

完成したカメイヤ文具店 亡き旦那様(義一様)と

店頭に立つみめさん
ご家族の皆様と長寿祝い

カ
メ
イ
ヤ
文
具
店
建
設
前
の
地
鎮
祭

現在のみめさん
現在９９歳で、
今年９月に
１００歳を迎え
られます。
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ひ
か
わ
１
８
４
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
６
月
は
気
象
祭
、
山

本
雅
道
三
年
祭
、
夏
越
の
大
祓

と
行
事
が
続
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
下
げ
止
ま

り
か
ら
上
昇
基
調
に
入
り
、
先

行
き
は
不
透
明
で
す
。
間
も
な

く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
難
し
い
状
況
が

続
き
ま
す
が
、
体
調
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

４
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今
月
の
盆
栽

氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

🌸

お
知
ら
せ

🌸

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
為
、
マ
ス

ク
着
用
、
適
切
な
間
隔
の
確
保
、
消
毒

や
換
気
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら

現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象
と
な
り
ま
す)

令和３年７月の御朱印【氷川神社】
・月の三つ巴
・スカイランタンと七夕のハンコ

【気象神社】
・今月のお天気のハンコは、お星様
と天の川

・ランタンを飛ばす下駄ちゃんの
ハンコ

※公式サイトに過去の御朱印を掲載
してますので、ご覧ください。

気
象
神
社
で
は
気
象
予
報
士
を
目
指

す
全
て
の
皆
様
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
気
象
予
報
士
合
格
守
り
の
授

与
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

次
は
８
月
２
２
日(

日)

に
第
５
６
回

試
験
が
開
催
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
受

験
生
、
気
象
関
係
者
の
皆
様
の
弥
栄
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

～氷川神社 今後の行事案内～
◆氷川神社例大祭 ８月２９日(日) １０時
・昨年同様、コロナ感染状況を鑑み、神事のみ斎行とします。
(直会は中止とします。)
・境内露店出店も中止とします。
※たたし最近は多くの子供たちが神社にお越しになるので、
特に子供たちのために小規模ながらも何らかのイベントを
検討中です。(時期は未定)

◆氷川神社神幸祭 ８月２８日(土)
・昨年同様、コロナ感染状況を鑑み、中止となります。
・ただし「昨年の各町会神酒所でのお披露目会同様、
軽トラックに積載して、各町会神酒所を廻る」
「氷川神社境内に御神輿を出して、皆様に見に来て
戴く」ことを関係者と検討中です。

気
象
予
報
士

合
格
守
り

昨年の例大祭の様子

２年前の神幸祭の様子

気象予報士合格守り


